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煙突の取り付け

　チャイルドロック







との離隔距離については標準据付け例（40
～41ページ）を参照してください。







漏れを
　　確認

ゴム製送油管

ワイヤーバンド



Ｔ型付
ドラフトレギュレーター

ダンパー

（40～41ページ参照）

Ｔ型付ドラフトレギュレーター・ダンパー使用のすすめ
¡強風及び突風の影響による不安定な燃焼及び
熱効率の低下を防止するために、図のような
Ｔ型付ドラフトレギュレーターやダンパー
（別売部品）のご使用をおすすめします。

シリコン配合製品を使用しない
¡ストーブを使用する部屋または隣接する部屋では、シリコン配合の製品を使用しないでください。

シリコン配合の製品には、ムースや液体スプレーなどの枝毛用ヘアートリートメント類の
化粧品や、つや出し剤、防水スプレー、衣類の柔軟剤などがあります。

使用するとストーブの燃焼部にシリコンが付着し、点火不良や途中消火などの原因になります。
（　　　　　　　　　　　　　　　　）



フレームロッド





チェックモード表示
何も表示しないとき

　　　　　　　火力表示
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■表示部

液晶表示部

¡初期表示    の点滅(運転スイッチ切の場合)
・電源プラグをコンセントに差し込んだとき
・停電後、再通電したとき
・時刻設定していないとき

¡運転スイッチ「入」
・自動運転…設定温度、現在温度、火力表示

　・手動運転…火力を「Lo」「P-1」…「P-6」「Hi」
　　　　　　　で表示

午前・午後表示
午前･午後の表示

自動・手動表示
¡「自動」表示…自動運転中
¡「手動」表示…手動運転中

運転スイッチ
運転の開始及び消火

運転ランプ(レッド)
¡点灯…運転中
¡点滅…消火後再点火したとき

(ストーブが冷えると点
灯に変わる)

各部のなまえ つづき

セーブ表示
¡表示…セーブ運転中
¡点滅…セーブ運転中に室温が設定

室温より2℃上昇した場合
（消火中も点滅）

サブヒータ表示
表示…サブヒータ運転中

床暖房表示
表示…床暖房運転中

チャイルドロック表示
¡表示…チャイルドロック「入」
¡点滅…運転スイッチを「入」
　　　　にしたとき

火力表示
表示…火力の大きさを表示

運転スイッチ「切」………時計表示
¡「時刻合せ」「タイマー合せ」表示……設定時刻を表示
¡

¡

¡

※バックライト（照明）の明るさを調整することができま
　す。（23ページ参照）

・停電中
・省電力表示中

タイマー表示
表示…タイマー点火予約中

時刻合せ表示
¡表示…液晶表示部が現在時刻の設定
　　　　を表示中
¡点滅…時刻を変更中　　　

タイマー合せ表示
¡表示…液晶表示部がタイマー時刻の
　　　　設定を表示中
¡点滅…時刻を変更中



操作するとき以外は、閉じて使用してください。
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■操作部 ¡操作部は、ワンタッチポケットを軽く押し込むと、ゆっくり開きます。
軽く押し戻すと、ロックして閉まります。

表示部

操作部（ワンタッチポケット）

床暖房の運転及び停止

サブヒータボタン
サブヒータによる床
暖房の運転及び停止

セーブボタン
セーブ運転の開始及び
解除(自動運転時)

¡

¡

床温調節ボタン
高ボタン…設定室温を2℃づつ上昇
低ボタン…設定室温を2℃づつ低下

手動/自動ボタン
手動/自動運転の切換え

「タイマー合せ」表示･･･タイマー時刻合せ
「時刻合せ」表示･･･時刻合せ

時刻/タイマー合せボタン

¡

¡

火力/室温調節ボタン
室温を1℃づつ設定（自動運転時）
火力を調節（手動運転時）

¡時刻調節（時刻合せ、タイマー合せ）

床暖房ボタン

タイマーのセット及び解除

タイマーボタン

¡

¡

¡

¡

¡

操作ボタンを押すと受付音（「ピッ」音）を発して、受け付けたことをお知らせします。
（受付音を消す場合は、手動/自動ボタンを10秒以上押してください。「ピッピッピッ」音を発して設定
　されます。
　もう一度操作すると「ピッピッピッ」音を発して操作音が発するように設定されます。）
誤ったボタンを押すと「ピッピッ」音を発して、受け付けないことをお知らせします。
（消音設定時は除く。）



点火操作後、油タンクに灯油が入っていて
も『E-03』『E-05』『E-35』のチェック
モード表示が出たときは、リセットボタンを
押して、安全装置を解除してください。



結露水受皿

2～3cm

ドレンホース

ストーブ背面にある結露水受皿に、水が
底から2～3cm入っていることを確認し
てください。不足している場合は給水し
てください。
水が結露水受皿内に半分以上たまってい
る場合は、結露水
受皿を取り外し、
2～3cm程度残し
て排水してくださ
い。

（補給方法31ページ参照）
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使用方法

■点火
油タンクの送油バルブを開く1

2

¡運転ランプと表示部のバックライトが点灯し、2～4分予熱後
着火します。

¡着火後、約2.5分間予備燃焼を行います。
¡予備燃焼後約2.5分間、火力は中火力になります。

運転スイッチを押して、｢入｣にする2

¡燃焼中に運転スイッチを押して「消火」にしたり、タイマーボタンを押すなどして約2秒以上経
過すると自動消火し、約2分間の冷却の後でないと再点火できません。

¡煙突の設置条件が悪いと、春先や秋口の気温が高い時期に点火時においがすることがあります。
煙突が正しく設置されているか点検してください。

運転ランプ点灯

運転スイッチを押す 着   火 本 燃 焼

2～4分予熱 約2.5分間予備燃焼 約2.5分間中火力燃焼

省電力表示について
運転スイッチが「切」でストーブが停止中、ボタンを押さない状態が2分以上続くと省電力表示と
なり、表示部の表示が全て消えます。この状態から操作する場合は、いずれかのボタンを一度押し
て表示部を表示させた後、各操作を行ってください。



「手動」マークと火力（記号）が表示されます。
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■火力調節 ¡セットした温度になるように、火力を自動的に調節します。

手動/自動ボタンを押して、自動運転にする1 ¡「自動」マークと設定温度及び現在温度が表
示されます。

自動運転

火力/室温調節ボタンの『高/強』『低/弱』
を押して、お好みの室温を設定する2
¡『高/強』又は『低/弱』ボタンを押すと1℃づつ変化します。
¡室温の設定範囲は「12～32」℃です。
¡現在温度は「5～35」℃の範囲で表示されます。
　ただし、現在温度が５℃未満で「Lo」、35℃を超えると「Hi」の文字
　表示となります。
¡設定室温の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしも室
温と一致しません。

¡設定室温は一度セットすれば記憶されますが、停電の場合には解除さ
れ自動的に｢24｣℃にセットされます。

1

■ ¡セットした火力で運転を続けます。室温調節はしません。

手動/自動ボタンを押して、手動運転にする1 ¡

手動運転

¡燃焼中に炎がかたよったり、赤火が混ったり、また上下変動することがありますが、異常ではあ
りません。

¡燃焼中｢カチカチ｣音がすることがありますが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。

2

火力/室温調節ボタンの『高/強』『低/弱』
を押して、お好みの火力に合せる2 ¡火力（記号）は「Lo、P-1、P-2、P-3、P-4、
P-5、P-6、Hi」の8段階で表示されます。
設定した火力（記号）に合せて火力表示（バー表示）も変化します。
出荷時の火力は「P-3」にセットしてあります。
火力は一度セットすれば記憶されますが、停電の場合には解除され
自動的に自動運転の｢24｣℃にセットされます。

¡

¡
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使用方法 つづき

■床暖房運転
床暖房ボタンを押す1 ¡「床暖房」マークが表示します。

¡床温調節は部屋の温度調節ではありません。床温を上げすぎないように注意してください。
¡凍結防止及び腐食防止のためにサンポット純正の不凍液をご使用ください。
¡ストーブ背面にある結露水受皿内の水を点検してください。水が結露水受皿内に半分以上たまっ
ている場合は結露水受皿を取り外し、2～3cm程度残して排水してください。不足している場合
は給水してください。（14ページ参照）

床温調節ボタンの『高』『低』を押して、
お好みの床温を設定する2
¡床温の設定範囲は「3

¡

床温設定中は「床暖房」マークが点滅します。¡

『高』又は『低』ボタンを押すと２℃づつ変
化します。

2～68」℃です。
¡床温調節は循環水の温度を調節するもので、
数字は床温のめやすです。床面温度を調節す
るものではありません。

¡床表面温度はカーペットなどの種類によっ

¡２秒間操作がないと「床暖房」マークが点灯
となり、温度表示または火力表示に切換りま
す。

て、
循環水の温度より10～20℃低くなります。

2 1
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■床暖房停止
床暖房ボタンを再度押す1 ¡「床暖房」マークが消灯します。

¡床パネルの枚数が多い場合、設定床温まで上がらないことがあります。
¡自動運転の場合、室温を優先して火力を制御しますので、設定床温まで上がらないことがありま
す。

¡点火・消火・床暖房運転のとき、キシミ音がすることがありますが、金属の膨張・収縮音で異常
ではありません。

¡床暖房運転にした場合や床暖房運転せずに大燃焼を継続した場合、一時的に｢ゴボッ｣という循環
水中の蒸気が抜ける音がしますが、異常ではありません。

1
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使用方法 つづき

¡長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
¡電源プラグは送風機ファンが停止してから抜いてください。
¡電源プラグをコンセントから抜いて運転を停止しないでください。
ストーブが過熱し、故障の原因になります。

¡お出かけになるときは必ず消火してください。
運転スイッチを｢切｣にしてください。

■消火
運転スイッチを再度押して、｢切｣にする1 ¡運転ランプが消灯し
液晶表示部が温度表示または火力表示から現在時刻表示に切
換ります。

、10秒後バックライトが暗くなります。

油タンクの送油バルブを閉じる2

消火を確認する3 ¡送風機ファンはストーブが冷えるまでの約8分間回りつづけます。

1



Ｔ型付ドラフトレギュレーター・ダンパー使用のすすめ
¡強風及び突風の影響による不安定な燃焼及び熱効率の低下を防止するために、Ｔ型付ドラフトレ
ギュレーターやダンパー（別売部品）のご使用をおすすめします。
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使用方法 つづき

■時刻合せ
¡はじめて使用するときや停電後、表示が     になっている場合には、時刻合せを行ってください。

1
火力/室温調節ボタンの『高/強』『低/弱』
を押す2
¡『高/強』（時刻送り）ボタンを押すと時刻は
順に進み、『低/弱』（時刻戻し）ボタンを押す
と逆に進みます。
ボタンを押し続けると早送りになります。

時刻/タイマー合せボタンを押して、
「時刻合せ」を表示させる

停止中でも運転中でも合せることができます。

21

¡

10秒間操作がないと「時刻合せ」が消灯し、
現在時刻表示または火力表示に切換ります。

¡

停電があると記憶が解除されます。
再セットしてください。

¡

¡時刻合せ中は「時刻合せ」が点滅します。
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タイマー時刻合せ■タイマー運転
¡おめざめ前の寒い朝などお好みの時刻に運転を開始します。

時刻/タイマー合せボタンを押して、
「タイマー合せ」を表示させる1
火力/室温調節ボタンの『高/強』『低/弱』
を押す2
¡分は5分きざみで動きます。

¡タイマー時刻は一度セットすると記憶されま
すので、次からセットする必要はありません。

停止中でも運転中でも合せることができます。

¡停電があると記憶が解除されます。
再セットしてください。

21

¡『高/強』（時刻送り）ボタンを押すと時刻は
順に進み、『低/弱』（時刻戻し）ボタンを押す
と逆に進みます。
ボタンを押し続けると早送りになります。¡

¡タイマー時刻合せ中は「タイマー合せ」が点滅
します。

¡10秒間操作がないと「タイマー合せ」が消灯
し、現在時刻表示または火力表示に切換りま
す。



※出荷時は、「L-

※1：「L-1」と同じ明るさです。
※2：暗くなりません。

2」に設定しています。

  

バックライト（照明）の明るさ調整について 
タイマー待機時および運転スイッチを「切」にした10秒後のバックラ
イト（照明）の明るさを調整することができます。以下の手順を参考に
して設定してください。
①運転スイッチ「切」時にタイマーボタンを5秒以上押してください。
②「ピッピッピッ」とブザー音が鳴り、液晶表示部の表示が「L-2」へ切換り
　ます。（操作音を消音設定している場合は、ブザー音は鳴りません。）
③「L-2」の状態から『高/強』『低/弱』を押すごとに

 と切換ります。（バックライトの明るさも同時に変化します。）
　（注）「OFF」を表示させると「タイマー」マークも点滅表示
　　　　します。
④設定したい内容を表示させて、『高/強』『低/弱』以外のボタン
　を押し、通常の表示に戻せば設定完了です。（5秒間操作がない
　場合も通常の表示に戻ります。）   

 

 

  

「OFF」 「L-1」 「L-2」 「L-3」　「L-4」 
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使用方法 つづき

タイマーボタンを押す3 ¡「タイマー」マークが表示します。
¡10秒間液晶表示部に「タイマー合せ」とタ
イマー時刻を表示し、その後バックライト
（照明）が暗くなります。

お好みの運転を予約する4 ¡自動／手動運転・セーブ運転・床暖房運転・サブヒータ運転の予約ができます。
¡自動／手動運転・セーブ運転・床暖房運転はタイマーセットをしても解除されません。
サブヒータ併用運転を予約する場合は、サブヒータボタンを押して「サブヒータ」マークを表
示させてください。

■タイマー運転
油タンクの送油バルブを開く1
¡運転ランプが点灯します。
¡燃焼中にセットする場合、運転スイッチを
｢入｣にする必要はありません。

運転スイッチを押して、｢入｣にする2

タイマー点火

3 2

 

「L-4」
（明）
「ON」
（※2）

「L-3」

「ON」

「L-2」
（出荷時）

「ON」

「L-1」

「ON」

「OFF」
（暗）

「OFF」タイマー待機時

「ON」
（※2）「ON」「ON」「ON」「ON」

（※1）
運転スイッチ
「切」10秒後



1
■タイマーセットの解除

1

（21ペー

運転スイッチを再度押して、｢切｣にする

¡時刻合せをしていないとタイマー運転はできません。先に時刻合せを行ってください。（21ペー
　ジ参照）
¡タイマー点火をする場合は、周囲に可燃物があったり、その他危険な状態のないことを確認して
　ください。
¡おでかけのときはタイマー点火をしないでください。予想しない事故が発生するおそれがあります。
¡停電したときや運転中にチェックモードが表示されたときは、タイマー運転は解除されます。

¡タイマー時刻前に点火する場合は、再度タイマーボタンを押してください。（「タイマー」マー
クが消灯し、温度または火力が表示されます。また、バックライトが明るくなります。）
バックライトの明るさを「OFF」に設定している場合は、タイマーボタンを2回押してください。
（1回で液晶表示部が表示し、2回目で「タイマー」マークが消灯します。）

24

¡「タイマー」マークが消灯し、バックライト
が明るくなります。
（バックライトは10秒後再度暗くなります。）
バックライトの明るさを「OFF」に設定して
いる場合は、液晶表示部に現在時刻が表示さ
れます。



¡セーブ運転を連続して使用しますと、ガラスにすすが付くことがあります。ときどきセーブ運転
を解除し、火力を中～大で1～2時間燃焼させてください。

■セーブ運転（自動運転時）
¡比較的暖い時期など、設定室温より室温が上がりすぎるときにご使用ください。燃焼･消火をくりかえし、室温を調節します。

セーブボタンを押す1 ¡「セーブ」マークが表示します。

■セーブ運転の解除
セーブボタンを再度押す1 ¡「セーブ」マークが消灯します。

¡室温が設定室温より約2℃上昇したときは、
「セーブ」マークが点滅となり、この状態
が2分間続くと消火になります。

¡再点火は室温が設定室温に下がったとき、「セーブ」マークが点滅から点灯に変わり、点火に
なります。

¡セーブ運転は燃焼・消火をくりかえしますので室温の変動が大きくなります。

セーブ運転は手動運転にしますと自動的
に解除されます。

11,

¡セーブ運転
¡停電したときは、セーブ運転は解除されます。

は一度セットすると記憶されますので、消火しても解除されません。

25

使用方法 つづき



¡ストーブ単独運転中はサブヒータ運転を受け付けません。
床暖房運転にしてからサブヒータボタンを押してください。

■サブヒータ運転¡サブヒータ運転は内蔵した電気ヒータで床暖房をします。

床暖房ボタンを押す1 ¡「床暖房」マークが表示します。

■サブヒータ運転の解除
サブヒータボタンを再度押す1 ¡「サブヒータ」マークが消灯します。

サブヒータボタンを押す2 ¡「サブヒータ」マークが表示します。

ストーブ同時運転 ¡床暖房がストーブの火力だけでは暖まりにくい場合に使用します。

1 2,1

26

サブヒータ運転は運転スイッチを「切」
にしたときやタイマーセットをしたとき
に解除されます。



運転スイッチが「切」になっていることを
確認する1

■サブヒータ運転の解除
サブヒータボタンを再度押す1 ¡「サブヒータ」マークが消灯します。

サブヒータボタンを押す2 ¡「サブヒータ」マークが表示します。

単独運転 ¡ストーブを運転しないで床暖房をする場合に使用します。

12,1

27

使用方法 つづき



火力/室温調節ボタンの『高/強』『低/弱』

28

■チャイルドロック ¡子供などによるいたずらを防止します。

火力/室温調節ボタンの『高/強』『低/弱』
を3秒以上同時に押す1
¡「ピー」とブザー音が鳴り、「　　　」マー
クが表示されます。

¡運転スイッチを「切」にすることおよびサブ
ヒータ単独運転を「切」にすること以外の操
作ができません。

を再度3秒以上同時に押す1
¡「ピー」とブザー音が鳴り、「　　　」マー
クが消灯します。

■チャイルドロックの解除

チャイルドロックについて
お子様などによるいたずら操作の防止や、誤って運転スイッチを押しても点火しないようにしたい
ときに使用します。

¡操作音を消音設定している場合は、ブザー音は鳴りません。

11,

¡停電したときや運転中にチェックモードが表示されたときは、チャイルドロックは解除されます。



その他の装置

29

安全装置
¡異常が生じたとき、自動的に消火する装置です。

¡安全装置が作動した場合、運転スイッチを「切」にし、ストーブが冷えてから下記の処
置をしてください。

安全装置のなまえ
¡作動の原因 チェックモード 処 置 の 方 法

対震自動消火装置
¡地震（震度5程度以上）のとき
¡強い振動や衝撃を受けたとき

ストーブの周囲や煙突の外れやゆるみ、
油漏れなどの異常がないことを確認し
再点火操作してください。

停電安全装置
¡停電したとき
¡電源プラグが抜けたとき

通電後、再点火操作してください。

点火安全装置
¡点火不良

燃焼制御装置
¡途中で火が消えたとき

次のことを確認し、再点火操作してく
ださい。
¡油タンクの送油バルブが閉じられて
いないか。

¡ゴム製送油管に空気だまりがないか。
（45ページ参照）
¡定油面器の安全装置が作動していな
いか。
（13ページ参照）

温水過熱防止装置
¡温水回路が閉止されたとき

温水バルブが開いているか、温水配管
がつまったり、つぶれていないか確認
し、再点火操作してください。

処 置 の 方 法チェックモード装置のなまえ
¡作動の原因

循環水検知装置
¡循環水が不足したとき

補給後、再点火操作してください。

¡シリコン配合の製品を使用していな
いか。
（8ページ参照）
¡再びチェックモードが表示される場
合には、お買い求めの販売店又は最寄
りのサンポット支店・営業所へご連絡
ください。
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ホース先端を
水の中に入れ
てください。

結露水受皿

正常水位
2～3cm



循環水の水位が｢下限｣以下まで低下しますと、液晶表示部に
『E-04』のチェックモードが表示されます。

31

温水暖房用補充液

給水扉

給水パイプ　給水キャップ　

燃焼室上ぶた

上ぶた押え

赤熱筒



扱説明書に従って行ってください。

32
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などを行います。

など

フレームロッドの点検

送風機フィルター



34



35

異常が生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。

現  象

原  因

点

火

し

な

い

運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
な
い

液晶表示部に表示された
チェックモード

処   置

参

照

ペ

ジ

電源プラグがコンセ
ントから抜けている

電源プラグをコンセン
トに確実に差し込む

油タンクに灯油がない 給油する

停電があった
運転スイッチを押し
なおす

油タンクの送油バル
ブが閉じている

送油バルブを開く

定油面器の安全装置
が作動している

リセットボタンを押す

送風機フィルターやファン
にほこりが付着している

接続しなおす
掃除する

掃除する

地震や強い衝撃があ
った

煙突が外れていた
り、ふさがっている

ストーブ周囲、油漏
れ、煙突を点検する

14

13

29

29

13

30

29

29

●

● ●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

以上の方法で点検し、処置してもなおらないときは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのサ
ンポット支店・営業所へご相談ください。
修理をお申しつけのときには故障内容をできるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを
ご連絡ください。

温水配管がつぶれている
温水バルブが閉じている 温水バルブを開く

つぶれをなおす

循環水が不足している 補給する

30
32

炎
が
立
上
が
り

黒
煙
を
出

し
て
燃
え
る

故障･異常の見分け方と処置方法 つづき

29
31



36

チェックモードに下記のような表示が出たときは、お買い求めの販売店又は最寄りのサン
ポット支店・営業所へご連絡ください。

チェックモード表示部



37

（30～32ページ参照）

フレームロッド



38

煙突を右取り付けにした場合、床暖房出力が1～2割低下します。

置台（1）、置台固定金具（2）、上面ガード（1）、遮熱板（1）、ワイヤーバンド（2）、
ツインチューブ（1）、ワンタッチクランプ（4）、取扱説明書（1）、保証書（1）



UFH-778UKC

10年

39

チェックモード表示
型名
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可
燃
物

30cm
以上
（Ａ）

遮熱板

可
燃
物

可
燃
物

150cm
以上

45cm以上

150cm以上

可燃物

15cm
以上（Ｂ）



強風及び突風の影響による不安定な燃焼及び熱効率の低下を
防止するために、図のようなＴ型付ドラフトレギュレーター
やダンパー（別売部品）のご使用をおすすめします。
ダンパーの取付位置はストーブ本体から約50㎝以上離れた
室内の垂直部分に取り付けてください。

■Ｔ型付ドラフトレギュレーター・ダンパー使用のすすめ

41

煙突トップ

60cm
以上

15cm以上＊45cm以上

60cm以上

支え金具

支えまたは
吊り金具

めがね石

Ｔ型継手ふた付

可燃物から
45cm以上

Ｔ型付ドラフト
レギュレーター

ダンパー

上り勾配

固定金具

Ｔ型付
ドラフトレギュレーター

ダンパー

10cm以上 めがね石

貫通する壁より厚いこと



¡

¡

ソフトパネルをソフトパネル附属の取扱説明書に従って敷設してください。
ソフトパネルの最大接続畳数は一系統4.5畳まで、二系統3畳＋3畳までです。

42



¡上記より全容量を求めて不凍液の必要量を計算します。
全容量 × 不凍液割合 ＝ 不凍液量
（例）外気温－20℃（不凍液割合は0.8）、ソフトパネル4.5畳用敷設、配管片道全長5ｍの場合
全容量：1.7L(ストーブ)＋3.0L(床暖房パネル)＋0.1L(配管)×5

＝1.7＋3.0＋0.5＝5.2L
不凍液量：5.2×0.8≒4.2L

43



■給水およびエアー抜きの方法
¡循環水の補給およびエアー抜きを次のように行ってください。

2ストーブ背面にある往きバルブ・戻りバルブが｢閉｣の状態になっていることを確認する

4給水パイプを手でおさえながら、循環水を水タンク
｢上限｣まで入れる

5操作部の床暖房ボタンを5秒以上押す
¡液晶表示部に「P-on」が表示され、2分間循環ポンプが
運転します。

¡

6再び循環水を水タンク｢上限｣まで入れる
7ストーブと床暖房パネルを接続する
8A回路の往きバルブ・戻りバルブを｢開｣の状態にする
9上記5の操作を再度行う
循環ポンプが停止し、液晶表示部が現在時刻表示に戻
ればエアー抜きは完了です。

この間に水タンクの水位が｢下限｣以下のなった場合は、
「ピッピッピッ」音を発して循環ポンプが停止します
ので、再度循環水を「上限」まで入れてください。
（循環水を「下限」以上入れると「ピッピッピッ」音
が停止し、自動的に循環ポンプが運転します。）
その後2分間水タンクの水位が「下限」以下にならなけ
れば、循環ポンプが停止し、液晶表示部が現在時刻表
示に戻ます。

3ストーブ前面の給水扉を開き、給水パイプを引き出す

¡床暖房パネルを一系統しか敷設しない場合は、必ずA回路を使用してください。
B回路の往きバルブ・戻りバルブは「閉」の状態で使用してください。
B回路を使用した場合、流水音がすることがあります。

¡循環量をバルブで調節する場合は、必ず戻りバルブで行ってください。往きバルブでは行わない
でください。
往きバルブで行った場合、流水音がすることがあります。

¡循環水は、温度が上昇しますと膨張しますので、水タンクの上限を越えないよう補給してください。

¡温水配管内のエアー抜きが不十分ですと、循環水の循環する音が大きくなることがあります。
この場合は、再度エアー抜きを行ってください。

1運転スイッチが「切」になっていることを確認する

¡エアー抜きを途中で終了する場合は、いずれかのボタンを押してください。（液晶表示部が現在時
刻表示に戻ります。）

¡

5,9

2分間水タンクの水位が「下限」以上の場合は、循環ポ
ンプが停止し、液晶表示部が現在時刻表示に戻ります。

¡

44

Ａ回路戻り Ａ回路往き

Ｂ回路戻り 

 Ｂ回路往き

 往きバルブ
「閉」　　　　 

 戻りバルブ
「閉」

給水パイプ

給水口キャップ

給水扉

 往きバルブ
「開」　　　　 

 戻りバルブ
「開」　　　　 



■試運転
試運転は、販売店又は据付業者とご一緒に必ず行ってください。

運転準備

油タンクに給油する1 (13ページ参照）

電源プラグをコンセントに差し込む2

定油面器のリセットボタンを押す3 (13ページ参照）
¡ゴム製送油管内に空気がたまっているこ
とがありますので、ゴム製送油管を振っ
て空気を抜いてください。

確認
¡油タンクや送油管･ゴム製送油管から油漏れがな
いか。

¡置台の上などに油がこぼれていないか。
¡温水配管から水漏れがないか。
¡温水配管のバルブが開いているか。

運転

運転スイッチを押して、「入」にする1 ¡運転ランプと表示部のバックライトが点
灯します。

¡2～4分予熱後着火します。
着火後、約2.5分間予備燃焼を行います。

床暖房ボタンを押す2 ¡「床暖房」マークが表示します。
¡数十分後に温水配管が温まります。

消火

運転スイッチを再度押して、「切」にする1 ¡運転ランプが消灯します。（10秒後表示
部のバックライトが暗くなります。）

¡送風機ファンはストーブが冷えるまでの
約8分間回りつづけます。

¡ストーブより煙やにおいが出ることがあり
ますが、燃焼室の塗装やパッキン類が焼け
るためで異常ではありません。最大燃焼で
数十分運転すると消えますので、部屋の換
気をしながら試運転してください。

1,12

正常運転の目安
¡以上の項目で異常がなければ正常に運転し
ています。

45
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しっかり
　接続

47



可
燃
物

30cm
以上
（Ａ）

遮熱板

可
燃
物

可
燃
物

150cm
以上

45cm以上

150cm以上

可燃物

15cm
以上（Ｂ）

煙突トップ

60cm
以上

15cm以上＊45cm以上

60cm以上

支え金具

支えまたは
吊り金具

めがね石

Ｔ型継手ふた付

可燃物から
45cm以上

Ｔ型付ドラフト
レギュレーター

ダンパー

上り勾配

固定金具

48

10cm以上 めがね石

貫通する壁より厚いこと



2m以上

1m
以
上

49



ストーブの据付けは、火災予防条例に従ってください。

ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離は
図のようになる場所を選定してください。

150cm以上

30cm
以上

30cm
以上

45cm
以上

150cm以上

45cm
以上

50



ツメを折り曲げる

キャビネット側面

ねじ

置台固定金具

置台

調節脚

固定板

51

ツメ
ツメ

ツメ

ツメ

遮熱版

上から2本目

下から3本目

前面ガード

水平器

調節脚



¡油タンクを油タンク附属の取扱説明書に従って組立ててください。

油タンクの据付けは、各地の火災予防条例に従ってください。¡

油タンクは熱・振動・衝撃の少ない場所に据付けてください。¡

¡

油タンクは、油タンクの油面がストーブ設置床面より30cm以上2m以内の高さになるように据
付けてください。
2m以上になると、油が定油面器よりあふれ出ることがあります。

¡

油タンクは、ストーブとの間に防火上有効な壁などがない場合は、2m以上離してください。
火災の原因になります。

¡ゴム製送油管を接続金具の根元まで差し込み、附属のワイヤー
バンドで固く締め付けてください。

ストーブ側接続金具にかぶせてあるキャップを外すとき、内部の残油が出ることがありますので、
布などを当てて外してください。

¡

ゴム製送油管は上に物をのせたり、重量物がのったり、空気溜りができるような形状にならない
ようにしてください。

¡

ゴム製送油管は、JIS  S  3022「石油燃焼機器用ゴム製送油管」に合格したもの以外は使用し
ないでください。

¡

送油管の屋外部分及び埋設部分は、防錆処理された鋼管、又は銅管（外径8mm、肉厚0.8mm）を
使用してください。ゴム製送油管は使用しないでください。

¡

ゴム製送油管は紫外線があたると劣化が早くなります。できるだけ日光にあたらない場所を選ん
でください。

¡

金属製送油管で配管する場合は、切断、加工時の切りくずや切粉をきれいに取り除いてから配管
してください。
定油面器から油があふれたり、電磁ポンプが故障する原因になります。

¡

¡ゴム製送油管の先端や途中を極端に曲げて配管しないでください。最小の曲げ半径は100mm程
度以上としてください。
ゴム製送油管にひび割れを生じて、油漏れの原因になります。

2m以内 30cm以上

2m以上

接続金具

ワイヤーバンド

52



煙導板

接続ぶた

煙突接続口

燃焼室上ぶた

上ぶた押え

赤熱筒支え板

赤熱筒

燃焼室上ぶた

赤熱筒支え板

赤熱筒

燃焼室上ぶた

赤熱筒支え板

赤熱筒

つなぎ目
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煙突の取り付け

ください。(煙突の取り付けは各地の火災予防条例に従ってください。)

うなＴ型付ドラフトレギュレーターやダンパー(別
売部品)を使用してください。
ダンパーの取付位置はストーブ本体から約50cm以
上離れた室内の垂直部分に取り付けてください。

煙突トップ 水抜き穴

Ｔ型付
ドラフトレギュレーター

ダンパー

45°

漏れ止め

集合煙突の径の1/2

45ページをご参照ください。

求め
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